
レイヤ 2 インターフェイスの設定

この章では、レイヤ 2スイッチングポートを、Cisco NX-OSデバイスでのアクセスポートまた
はトランクポートとして設定する方法について説明します。

レイヤ 2ポートは、次のいずれかとして機能できます。（注）

•トランクポート

•アクセスポート

SPAN宛先インターフェイスの設定の詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS System
Management Configuration Guide』を参照してください。

（注）

レイヤ 2スイッチングポートは、アクセスポートまたはトランクポートとして設定できます。
トランクは 1つのリンクを介して複数の VLANトラフィックを伝送するので、VLANをネット
ワーク全体に拡張することができます。すべてのレイヤ 2スイッチングポートは、メディアア
クセスコントロール（MAC）アドレステーブルを維持します。

VLAN、MACアドレステーブル、プライベートVLAN、およびスパニングツリープロトコル
の情報に関しては、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参
照してください。

（注）

• アクセスインターフェイスとトランクインターフェイスについて, 2 ページ

• レイヤ 2ポートモードのライセンス要件 , 10 ページ

• ライセンス 2インターフェイスの前提条件, 10 ページ

• レイヤ 2インターフェイスの注意事項および制約事項, 10 ページ

• レイヤ 2インターフェイスのデフォルト設定, 12 ページ
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• アクセスインターフェイスとトランクインターフェイスの設定, 13 ページ

• インターフェイスコンフィギュレーションの確認, 33 ページ

• レイヤ 2インターフェイスのモニタリング, 34 ページ

• アクセスポートおよびトランクポートの設定例, 35 ページ

• 関連資料, 35 ページ

アクセスインターフェイスとトランクインターフェイス

について

ハイアベイラビリティ機能の詳細については、『CiscoNexus 9000 SeriesNX-OSHighAvailability
and Redundancy Guide』を参照してください。

（注）

このデバイスは、IEEE 802.1Qタイプ VLANトランクカプセル化だけをサポートします。（注）

アクセスインターフェイスとトランクインターフェイスについて

レイヤ 2ポートは、アクセスまたはトランクポートとして次のように設定できます。

•アクセスポートでは VLANを 1つだけ設定でき、1つの VLANのトラフィックだけを伝送
できます。

•トランクポートには複数の VLANを設定でき、複数の VLANのトラフィックを同時に伝送
できます。

デフォルトでは、デバイスのポートはすべてレイヤ 3ポートです。

セットアップスクリプトを使用するか、system default switchportコマンドを入力して、すべての
ポートをレイヤ2ポートにできます。セットアップスクリプトを使用する詳細については、『Cisco
Nexus 9000 Series NX-OSFundamentals ConfigurationGuide』を参照してください。CLIを使用して、
ポートをレイヤ 2ポートとして設定するには、switchportコマンドを使用します。

同じトランクのすべてのポートが同じVDCであることが必要です。トランクポートは異なるVDC
の VLANのトラフィックを伝送できません。
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次の図は、ネットワークにおけるトランクポートの使い方を示したものです。トランクポート

は、2つ以上の VLANのトラフィックを伝送します。

図 1：トランクおよびアクセスポートと VLAN トラフィック

VLANついては、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照
してください。

（注）

複数の VLANに接続するトランクポートのトラフィックを正しく伝送するために、デバイスは
IEEE 802.1Qカプセル化（タギング方式）を使用します（詳細については、「IEEE 802.1Qカプセ
ル化」の項を参照）。

レイヤ 3インターフェイス上のサブインターフェイスの詳細については、『Cisco Nexus 9000
Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』を参照してください。

（注）

アクセスポートでのパフォーマンスを最適化するには、そのポートをホストポートとして設定し

ます。ホストポートとして設定されたポートは、自動的にアクセスポートとして設定され、チャ

ネルグループ化はディセーブルになります。ホストを割り当てると、割り当てたポートがパケッ

ト転送を開始する時間が短縮されます。

ホストポートとして設定できるのは端末だけです。端末以外のポートをホストとして設定しよう

とするとエラーになります。

アクセスポートは、アクセス VLAN値の他に 802.1Qタグがヘッダーに設定されたパケットを受
信すると、送信元のMACアドレスを学習せずにドロップします。

レイヤ 2インターフェイスはアクセスポートまたはトランクポートとして機能できますが、両方
のポートタイプとして同時に機能できません。

レイヤ 2インターフェイスをレイヤ 3インターフェイスに戻すと、このインターフェイスはレイ
ヤ 2の設定をすべて失い、デフォルト VLAN設定に戻ります。
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IEEE 802.1Q カプセル化

VLANの詳細については、『CiscoNexus 9000 Series NX-OS Layer 2 SwitchingConfigurationGuide』
を参照してください。

（注）

トランクとは、スイッチと他のネットワーキングデバイス間のポイントツーポイントリンクで

す。トランクは 1つのリンクを介して複数の VLANトラフィックを伝送するので、VLANをネッ
トワーク全体に拡張することができます。

複数の VLANに接続するトランクポートのトラフィックを正しく配信するために、デバイスは
IEEE 802.1Qカプセル化（タギング方式）を使用します。この方式では、フレームヘッダーに挿
入したタグが使用されます。このタグには、そのフレームおよびパケットが属する特定の VLAN
に関する情報が含まれます。タグ方式を使用すると、複数の異なるVLAN用にカプセル化された
パケットが、同じポートを通過しても、各VLANのトラフィックを区別することができます。ま
た、カプセル化されたVLANタグにより、トランクは同じVLAN上のネットワークの端から端ま
でトラフィックを移動させます。

図 2：802.1Q タグなしヘッダーと 802.1Q タグ付きヘッダー
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アクセス VLAN
アクセスモードでポートを設定すると、そのインターフェイスのトラフィックを伝送するVLAN
を指定できます。アクセスモードのポート（アクセスポート）用に VLANを設定しないと、そ
のインターフェイスはデフォルトの VLAN（VLAN1）のトラフィックだけを伝送します。

VLANのアクセスポートメンバーシップを変更するには、新しい VLANを指定します。VLAN
をアクセスポートのアクセスVLANとして割り当てるには、まず、VLANを作成する必要があり
ます。アクセスポートのアクセス VLANをまだ作成していない VLANに変更すると、アクセス
ポートがシャットダウンされます。

アクセスポートは、アクセス VLAN値の他に 802.1Qタグがヘッダーに設定されたパケットを受
信すると、送信元のMACアドレスを学習せずにドロップします。

トランクポートのネイティブ VLAN ID
トランクポートは、タグなしパケットと802.1Qタグ付きパケットを同時に伝送できます。デフォ
ルトのポート VLAN IDをトランクポートに割り当てると、すべてのタグなしトラフィックが、
そのトランクポートのデフォルトのポート VLAN IDで伝送され、タグなしトラフィックはすべ
てこの VLANに属するものと見なされます。この VLANのことを、トランクポートのネイティ
ブ VLAN IDといいます。つまり、トランクポートでタグなしトラフィックを伝送する VLANが
ネイティブ VLAN IDとなります。

ネイティブ VLAN ID番号は、トランクの両端で一致していなければなりません。（注）

トランクポートは、デフォルトのポート VLAN IDと同じ VLANが設定された出力パケットをタ
グなしで送信します。他のすべての出力パケットは、トランクポートによってタグ付けされま

す。ネイティブ VLAN IDを設定しないと、トランクポートはデフォルト VLANを使用します。

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）VLANをイーサネットトランクスイッチポートのネイティ
ブ VLANとして使用できません。

（注）

ネイティブ VLAN トラフィックのタギング
シスコのソフトウェアは、トランクポートで IEEE 802.1Q標準をサポートします。タグなしトラ
フィックがトランクポートを通過するには、パケットにタグがないVLANを作成する必要があり
ます（またはデフォルトVLANを使用することもできます）。タグなしパケットはトランクポー
トとアクセスポートを通過できます。

ただし、デバイスを通過するすべてのパケットに802.1Qタグがあり、トランクのネイティブVLAN
の値と一致する場合はタギングが取り除かれ、タグなしパケットとしてトランクポートから出力
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されます。トランクポートのネイティブVLANでパケットのタギングを保持したい場合は、この
点が問題になります。

トランクポートのすべてのタグなしパケットをドロップし、ネイティブ VLAN IDと同じ 802.1Q
の値付きでデバイスに届くパケットのタグを保持するようにデバイスを設定できます。この場合

も、すべての制御トラフィックはネイティブVLANを通過します。この設定はグローバルです。
デバイスのトランクポートは、ネイティブVLANのタギングを保持する場合と保持しない場合が
あります。

Allowed VLANs
デフォルトでは、トランクポートはすべてのVLANに対してトラフィックを送受信します。各ト
ランク上では、すべての VLAN IDが許可されます。この包括的なリストから VLANを削除する
ことによって、特定の VLANからのトラフィックが、そのトランクを通過するのを禁止できま
す。後ほど、トラフィックを伝送するトランクのVLANを指定してリストに追加し直すこともで
きます。

デフォルトVLANのスパニングツリープロトコル（STP）トポロジを区切るには、許容VLANの
リストから VLAN1を削除します。この分割を行わないと、VLAN1（デフォルトでは、すべての
ポートでイネーブル）が非常に大きな STPトポロジを形成し、STPのコンバージェンス中に問題
が発生する可能性があります。VLAN1を削除すると、そのポート上でVLAN1のデータトラフィッ
クはすべてブロックされますが、制御トラフィックは通過し続けます。

STPの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』
を参照してください。

（注）

内部使用に予約されている VLANのブロックを変更できます。予約 VLAN変更の詳細につい
ては、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してくださ
い。

（注）

スイッチポートの分離による 4K VLAN 設定の有効化
7.0(3)I4(1)では、スイッチポート分離機能により、インターフェイス上のSTPを無効化できます。
この機能を使用すると、最大 VLAN 4K X 48の仮想ポートを使用できます。スイッチポート分離
機能を設定すると、そのポートのすべての 4K VLANがフォワーディングステートになります
（VLANを削除しても論理ポートはダウンしません）。

この機能はMSTPモードでサポートされています。また、物理インターフェイスおよびポート
チャネル（vPCを含む）でもサポートされています。
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スイッチポート分離機能は、MSTPモードの 4KVLANにより最大 48のポートをサポートしま
す。

（注）

vPC設定では、vPCピア間でタイプ 1整合性検査が実行されます。検査結果が不整合の場合、セ
カンダリ vPCはダウンしますが、プライマリ vPCはアップ状態が維持されます。

スイッチポート分離機能を使用している場合は論理ポートがアップまたはダウンしてもスパニ

ングツリーが通知されません。

（注）

デフォルトインターフェイス

デフォルトインターフェイス機能を使用して、イーサネット、ループバック、VLANネットワー
ク、トンネル、およびポートチャネルインターフェイスなどの物理インターフェイスおよび論理

インターフェイスの両方に対する設定済みパラメータを消去できます。

最大 8ポートがデフォルトインターフェイスに選択できます。デフォルトのインターフェイ
ス機能は、管理インターフェイスに対しサポートされていません。それはデバイスが到達不能

な状態になる可能性があるためです。

（注）

スイッチ仮想インターフェイスおよび自動ステート動作

Cisco NX-OSでは、スイッチ仮想インターフェイス（SVI）は、デバイスの VLANのブリッジン
グ機能とルーティング機能間の論理インターフェイスを表します。

このインターフェイスの動作状態は、その対応するVLAN内のさまざまなポートの状態によって
決まります。VLANの SVIインターフェイスは、その VLAN内の少なくとも 1個のポートがスパ
ニングツリープロトコル（STP）のフォワーディングステートにある場合に稼働します。同様
に、このインターフェイスは最後の STP転送ポートがダウンするか、別の STP状態になったと
き、ダウンします。

SVI 自動ステート除外
一般的に、VLANインターフェイスに複数のポートがある場合、VLAN内のすべてのポートがダ
ウンすると、SVIはダウン状態になります。SVI自動ステート除外機能を使用して、SVIが同じ
VLANに属する場合でも、SVIのステータス（アップまたはダウン）を定義すると同時に特定の
ポートおよびポートチャネルを除外することができます。たとえば、除外されたポートまたは

ポートチャネルがアップ状態であり、別のポートが VLAN内でダウン状態である場合でも、SVI
状態はダウンに変更されます。

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 7.x    
7

レイヤ 2 インターフェイスの設定
デフォルトインターフェイス



SVI自動ステート除外機能は、スイッチド物理イーサネットポートおよびポートチャネルに
対してのみ使用できます。

（注）

SVI 自動ステートのディセーブル化
自動ステートのディセーブル化機能を設定して、対応するVLAN内にアップ状態のインターフェ
イスがない場合でも SVIをアップ状態に保持することができます。この機能は、システム（すべ
ての SVI向け）または個々の SVIに対し設定できます。

ハイアベイラビリティ

ソフトウェアは、レイヤ 2ポートのハイアベイラビリティをサポートします。

ハイアベイラビリティ機能の詳細については、『CiscoNexus 9000 SeriesNX-OSHighAvailability
and Redundancy Guide』を参照してください。

（注）

仮想化のサポート

同じトランクのすべてのポートが同じVDCであることが必要です。トランクポートは異なるVDC
の VLANのトラフィックを伝送できません。

カウンタの値

設定、パケットサイズ、増加するカウンタの値、およびトラフィックに関する次の情報を参照し

てください。

Traffic増加するカウンタパケットサイズ設定（Configuration）

Droppedジャンボ、Giant、およ
び入力エラー

6400および 10000L2ポート：MTU設定
なし

ForwardedJumbo6400L2ポート：ネットワー
クQoS設定にジャンボ
MTU 9216あり

Droppedジャンボ、Giant、およ
び入力エラー

10000L2ポート：ネットワー
クQoS設定にジャンボ
MTU 9216あり
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Traffic増加するカウンタパケットサイズ設定（Configuration）

パケットは、CPUにパ
ントされ（CoPP設定の
対象）、断片化された

後に、ソフトウェアに

よって転送される。

Jumbo6400レイヤ 3ポート：ネッ
トワークQoS設定にデ
フォルトレイヤ3MTU
およびジャンボMTU
9216あり

パケットは、CPUにパ
ントされ（CoPP設定の
対象）、断片化された

後に、ソフトウェアに

よって転送される。

Jumbo6400レイヤ 3ポート：ネッ
トワークQoS設定にデ
フォルトレイヤ3MTU
およびジャンボMTU
9216あり

Droppedジャンボ、Giant、およ
び入力エラー

10000レイヤ 3ポート：ネッ
トワークQoS設定にデ
フォルトレイヤ3MTU
およびジャンボMTU
9216あり

断片化なしで転送され

る。

Jumbo6400レイヤ 3ポート：ネッ
トワーク QoS設定に
ジャンボレイヤ3MTU
およびジャンボMTU
9216あり

Droppedジャンボ、Giant、およ
び入力エラー

10000レイヤ 3ポート：ネッ
トワーク QoS設定に
ジャンボレイヤ3MTU
およびジャンボMTU
9216あり

Droppedジャンボ、Giant、およ
び入力エラー

6400および 10000レイヤ 3ポート：ジャ
ンボレイヤ 3 MTUお
よびデフォルト L2
MTU設定あり
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（注） •適切な CRCを持つ 64バイト未満のパケット：ショートフレームカウンタが増加しま
す。

•不適切な CRCを持つ 64バイト未満のパケット：ラントカウンタが増加します。

•不適切な CRCを持ち 64バイトを超えるパケット：CRCカウンタが増加します。

レイヤ 2 ポートモードのライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

レイヤ 2ポートモードにライセンスは必要ありません。ライセンス
パッケージに含まれていない機能はすべて Cisco NX-OSシステムイ
メージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

Cisco NX-OS

ライセンス 2 インターフェイスの前提条件
ライセンス 2インターフェイスには次の前提条件があります。

•デバイスにログインしている。

• switchportmodeコマンドを使用する前に、ポートをレイヤ2ポートとして設定する必要があ
ります。デフォルトでは、デバイスのポートはすべてレイヤ 3ポートです。デフォルトで
は、Cisco Nexus 9504および Cisco Nexus 9508デバイスのすべてのポートはレイヤ 2ポートで
す。

レイヤ 2 インターフェイスの注意事項および制約事項
VLANトランキングには次の設定上の注意事項と制限事項があります。

• showコマンドで internalキーワードを指定することは、サポートされていません。

• Release 7.0(3)I2(1)以降、CiscoNexus 9300シリーズスイッチでは、SVIへのユニキャストARP
要求は VLAN内の他のポートにフラッディングされます。

•ポートはレイヤ 2またはレイヤ 3インターフェイスのいずれかです。両方が同時に成立する
ことはありません。

•レイヤ 3ポートをレイヤ 2ポートに変更する場合またはレイヤ 2ポートをレイヤ 3ポートに
変更する場合は、レイヤに依存するすべての設定は失われます。アクセスまたはトランク
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ポートをレイヤ 3ポートに変更すると、アクセスVLAN、ネイティブVLAN、許容VLANな
どの情報はすべて失われます。

•アクセスリンクを持つデバイスには接続しないでください。アクセスリンクにより VLAN
が区分されることがあります。

• 802.1Qトランクを介してシスコデバイスを接続するときは、802.1Qトランクのネイティブ
VLANがトランクリンクの両端で同じであることを確認してください。トランクの一端のネ
イティブ VLANと反対側の端のネイティブ VLANが異なると、スパニングツリーループの
原因になります。

•ネットワーク上のすべてのネイティブVLANについてスパニングツリーをディセーブルにせ
ずに、802.1Qトランクの VLAN上のスパニングツリーをディセーブルにすると、スパニン
グツリーループが発生することがあります。802.1Qトランクのネイティブ VLANのスパニ
ングツリーはイネーブルのままにしておく必要があります。スパニングツリーをイネーブル

にしておけない場合は、ネットワークの各VLANのスパニングツリーをディセーブルにする
必要があります。スパニングツリーをディセーブルにする前に、ネットワークに物理ループ

がないことを確認してください。

• 802.1Qトランクを介して 2台のシスコデバイスを接続すると、トランク上で許容される
VLANごとにスパニングツリーブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）が交換され
ます。トランクのネイティブ VLAN上の BPDUは、タグなしの状態で予約済み IEEE 802.1D
スパニングツリーマルチキャストMACアドレス（01-80-C2-00-00-00）に送信されます。ト
ランクの他のすべての VLAN上の BPDUは、タグ付きの状態で、予約済み Cisco Shared
Spanning Tree（SSTP）マルチキャストMACアドレス（01-00-0c-cc-cc-cd）に送信されます。

•他社製の 802.1Qデバイスでは、すべての VLANに対してスパニングツリートポロジを定義
するスパニングツリーのインスタンス（Mono Spanning Tree）が 1つしか維持されません。
802.1Qトランクを介してシスコ製スイッチを他社製のスイッチに接続すると、他社製のス
イッチのMono Spanning Treeとシスコ製スイッチのネイティブVLANスパニングツリーが組
み合わされて、Common Spanning Tree（CST）と呼ばれる単一のスパニングツリートポロジ
が形成されます。

•シスコデバイスは、トランクのネイティブ VLAN以外の VLANにある SSTPマルチキャス
トMACアドレスにBPDUを伝送します。したがって、他社製のデバイスではこれらのフレー
ムがBPDUとして認識されず、対応するVLANのすべてのポート上でフラッディングされま
す。他社製の 802.1Qクラウドに接続された他のシスコデバイスは、フラッディングされた
これらの BPDUを受信します。BPDUを受信すると、Ciscoスイッチは、他社製の 802.1Qデ
バイスクラウドにわたって、VLAN別のスパニングツリートポロジを維持できます。シス
コデバイスを隔てている他社製の 802.1Qクラウドは、802.1Qトランクを介して他社製の
802.1Qクラウドに接続されたすべてのデバイス間の単一のブロードキャストセグメントとし
て処理されます。

•シスコデバイスを他社製の 802.1Qクラウドに接続するすべての 802.1Qトランク上で、ネイ
ティブ VLANが同じであることを確認します。

•他社製の特定の 802.1Qクラウドに複数のシスコデバイスを接続する場合は、すべての接続
に 802.1Qトランクを使用する必要があります。シスコデバイスを他社製の 802.1Qクラウド
にアクセスポート経由で接続することはできません。この場合、シスコ製のアクセスポー
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トはスパニングツリー「ポート不一致」状態になり、トラフィックはポートを通過しませ

ん。

•トランクポートをポートチャネルグループに含めることができますが、そのグループのト
ランクはすべて同じ設定にする必要があります。グループを初めて作成したときには、その

グループに最初に追加されたポートのパラメータ設定値をすべてのポートが引き継ぎます。

パラメータの設定を変更すると、許容VLANやトランクステータスなど、デバイスのグルー
プのすべてのポートにその設定を伝えます。たとえば、ポートグループのあるポートがトラ

ンクになるのを中止すると、すべてのポートがトランクになるのを中止します。

•トランクポートで 802.1Xをイネーブルにしようとすると、エラーメッセージが表示され、
802.1Xはイネーブルになりません。802.1x対応ポートのモードをトランクに変更しようとし
ても、ポートモードは変更されません。

•入力ユニキャストパケットカウンタだけが SVIカウンタでサポートされます。

• MACアドレスが clear mac address-table dynamicコマンドによってVLANでクリアされると、
その VLANのダイナミック ARP（Address Resolution Protocol）エントリが更新されます。

• VLANにスタティック ARPエントリがあり、ポートマッピングへのMACアドレスが存在
しない場合、MACアドレスを学習するためにスーパーバイザによって ARP要求が生成され
る可能性があります。MACアドレスが学習されると、隣接関係により、正しい物理ポート
へのポイントがエントリされます。

• Cisco NX-OSは、いずれかの SVIが BIA MAC（Burned-In MAC Address）を使用して Cisco
Nexus 9000上に存在する場合、2つのVLAN間のトランスペアレントブリッジングをサポー
トしません。これは、SVI/VLAN間で BIA MACが共有されるときに発生します。

SVIではトランスペアレントブリッジングを正しく動作させるために BIA MACとは異なる
MACを設定できます。

•ポートローカル VLANは、ファブリックエクステンダ（FEX）をサポートしません。

レイヤ 2 インターフェイスのデフォルト設定
次の表に、デバイスのアクセスおよびトランクポートモードパラメータのデフォルト設定を示

します。

表 1：デフォルトのアクセスおよびトランクポートモードパラメータ（7.0(3)I1(2) 以前）

デフォルトパラメータ（Parameters）

アクセススイッチポートモード

1～ 3967、4048～ 4094Allowed VLANs

VLAN1アクセス VLAN ID

VLAN1Native VLAN ID
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デフォルトパラメータ（Parameters）

ディセーブルネイティブ VLAN IDタギング

閉じる管理状態

表 2：デフォルトのアクセスおよびトランクポートモードパラメータ（7.0(3)I2(1) 以降）

デフォルトパラメータ（Parameters）

アクセススイッチポートモード

1～ 3967、4048～ 4094Allowed VLANs

VLAN1アクセス VLAN ID

VLAN1Native VLAN ID

ディセーブルネイティブ VLAN IDタギング

閉じる管理状態

イネーブルSVI自動ステート

アクセスインターフェイスとトランクインターフェイス

の設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

アクセスおよびトランクインターフェイスの設定に関する注意事項

トランクのすべての VLANは同じ VDCであることが必要です。

レイヤ 2 アクセスポートとしての VLAN インターフェイスの設定
レイヤ 2ポートをアクセスポートとして設定できます。アクセスポートは、パケットを、1つの
タグなしVLAN上だけで送信します。インターフェイスが伝送するVLANトラフィックを指定し
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ます。これがアクセス VLANになります。アクセスポートの VLANを指定しない場合、そのイ
ンターフェイスはデフォルト VLANのトラフィックだけを伝送します。デフォルトの VLANは
VLAN 1です。

VLANをアクセスVLANとして指定するには、そのVLANが存在しなければなりません。システ
ムは、存在しないアクセス VLANに割り当てられたアクセスポートをシャットダウンします。

はじめる前に

レイヤ 2インターフェイスを設定することを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet {{type slot/port} | {port-channelnumber}}
3. switchport mode [access | trunk]
4. switchport access vlanvlan-id
5. exit
6. show interface
7. no shutdown
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface ethernet {{type slot/port} |
{port-channelnumber}}

例：
switch(config)# interface ethernet
3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

インターフェイスを、非トランキング、タグなし、シングル

VLANレイヤ 2インターフェイスとして設定します。アクセ
switchport mode [access | trunk]

例：
switch(config-if)# switchport mode
access

ステップ 3   

スポートは、1つの VLANのトラフィックだけを伝送できま
す。デフォルトでは、アクセスポートはVLAN1のトラフィッ
クを伝送します。異なる VLANのトラフィックを伝送するよ
うにアクセスポートを設定するには、switchport access vlan
コマンドを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

このアクセスポートでトラフィックを伝送するVLANを指定
します。このコマンドを入力しないと、アクセスポートは

switchport access vlanvlan-id

例：
switch(config-if)# switchport access
vlan 5

ステップ 4   

VLAN1だけのトラフィックを伝送します。このコマンドを使
用して、アクセスポートがトラフィックを伝送するVLANを
変更できます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 5   

（任意）インターフェイスのステータスと内容を表示します。show interface

例：
switch# show interface

ステップ 6   

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよび VLANのエラーをクリアします。このコマン
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 7   

ドにより、ポリシープログラミングが続行でき、ポートがアッ

プできます。ポリシーが対応していない場合は、エラーは

error-disabledポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

次に、イーサネット 3/1をレイヤ 2アクセスポートとして設定し、VLAN5のトラフィックだけを
伝送する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport mode access
switch(config-if)# switchport access vlan 5
switch(config-if)#

アクセスホストポートの設定

switchport hostコマンドは、端末に接続するインターフェイスだけに使用します。（注）

端末に接続されたアクセスポートでのパフォーマンスを最適化するには、そのポートをホスト

ポートとしても設定します。アクセスホストポートはエッジポートと同様に STPを処理し、ブ
ロッキングステートおよびラーニングステートを通過することなくただちにフォワーディング

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 7.x    
15

レイヤ 2 インターフェイスの設定
アクセスホストポートの設定



ステートに移行します。インターフェイスをアクセスホストポートとして設定すると、そのイン

ターフェイス上でポートチャネル動作がディセーブルになります。

ポートチャネルインターフェイスについては、「ポートチャネルの設定」の項および『Cisco
Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してください。

（注）

はじめる前に

エンドステーションのインターフェイスに接続された適切なインターフェイスを設定することを

確認してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernettype slot/port
3. switchport host
4. exit
5. show interface
6. no shutdown
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface ethernettype slot/port

例：
switch(config)# interface ethernet
3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

インターフェイスをアクセスホストポートとして設定しま

す。このポートはただちに、スパニングツリーフォワーディ

switchport host

例：

ステップ 3   

ングステートに移行し、このインターフェイスのポート

チャネル動作をディセーブルにします。switch(config-if)# switchport host

このコマンドは端末だけに適用しま

す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if-range)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）インターフェイスのステータスと内容を表示しま

す。

show interface

例：
switch# show interface

ステップ 5   

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するイン

ターフェイスおよび VLANのエラーをクリアします。この
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 6   

コマンドにより、ポリシープログラミングが続行でき、ポー

トがアップできます。ポリシーが対応していない場合は、

エラーは error-disabledポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、イーサネット 3/1をレイヤ 2アクセスポートとして設定し、PortFastをイネーブルにして
ポートチャネルをディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport host
switch(config-if)#

トランクポートの設定

レイヤ 2ポートをトランクポートとして設定できます。トランクポートは、1つのVLANの非タ
グ付きパケットと、複数のVLANのカプセル化されたタグ付きパケットを伝送します（カプセル
化については、「IEEE 802.1Qカプセル化」の項を参照）。

デバイスは 802.1Qカプセル化だけをサポートします。（注）

はじめる前に

トランクポートを設定する前に、レイヤ 2インターフェイスを設定することを確認します。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface {type slot/port | port-channelnumber}
3. switchport mode [access | trunk]
4. exit
5. show interface
6. no shutdown
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface {type slot/port |
port-channelnumber}

例：
switch(config)# interface ethernet
3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

インターフェイスをレイヤ 2トランクポートとして設定しま
す。トランクポートは、同じ物理リンクで 1つ以上の VLAN

switchport mode [access | trunk]

例：
switch(config-if)# switchport mode
trunk

ステップ 3   

内のトラフィックを伝送できます（各 VLANはトランキング
が許可された VLANリストに基づいています）。デフォルト
では、トランクインターフェイスはすべての VLANのトラ
フィックを伝送できます。指定したトランクで特定の VLAN
のみが許可されるように指定するには、switchport trunk
allowed vlan コマンドを使用します。

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）インターフェイスのステータスと内容を表示します。show interface

例：
switch# show interface

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するイン

ターフェイスおよび VLANのエラーをクリアします。このコ
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 6   

マンドにより、ポリシープログラミングが続行でき、ポート

がアップできます。ポリシーが対応していない場合は、エラー

は error-disabledポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、イーサネット 3/1をレイヤ 2トランクポートとして設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)#

802.1Q トランクポートのネイティブ VLAN の設定
ネイティブ VLANを 802.1Qトランクポートに設定できます。このパラメータを設定しないと、
トランクポートは、デフォルト VLANをネイティブ VLAN IDとして使用します。

イーサネットインターフェイスのネイティブ VLANとして FCoE VLANを設定できません。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface {{type slot/port} | {port-channelnumber}}
3. switchport trunk native vlanvlan-id
4. exit
5. show vlan
6. no shutdown
7. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interface {{type slot/port} |
{port-channelnumber}}

例：
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

802.1QトランクのネイティブVLANを設定します。指定
できる範囲は 1～ 4094です（ただし、内部使用に予約さ

switchport trunk native vlanvlan-id

例：
switch(config-if)# switchport trunk
native vlan 5

ステップ 3   

れている VLANは除きます）。デフォルト値は VLAN 1
です。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：
switch(config-if-range)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）VLANのステータスと内容を表示します。show vlan

例：
switch# show vlan

ステップ 5   

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するイ

ンターフェイスおよび VLANのエラーをクリアします。
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 6   

このコマンドにより、ポリシープログラミングが続行で

き、ポートがアップできます。ポリシーが対応していな

い場合は、エラーは error-disabledポリシー状態になりま
す。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、ネイティブ VLANをイーサネット 3/1に設定し、レイヤ 2トランクポートを VLAN5に設
定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
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switch(config-if)# switchport trunk native vlan 5
switch(config-if)#

トランキングポートの許可 VLAN の設定
特定のトランクポートで許可されている VLANの IDを指定できます。

switchport trunk allowed vlanvlan-listコマンドは、指定したポートの現在の VLANリストを新
しいリストと置き換えます。新しいリストが適用される前に確認を求められます。

大規模な設定のコピーアンドペーストをしている場合は、CLIが他のコマンドを受け入れる
前に確認のため待機しているので障害が発生する場合があります。この問題を回避するには、

設定をペーストする前に terminaldont-askコマンドを使用して、メッセージの表示をディセー
ブルにできます。

（注）

はじめる前に

指定トランクポートの許可 VLANを設定する前に、正しいインターフェイスを設定しているこ
と、およびそのインターフェイスがトランクであることを確認してください。

内部使用に予約されている VLANのブロックを変更できます。予約 VLAN変更の詳細につい
ては、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してくださ
い。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface {ethernetslot/port | port-channelnumber}
3. switchport trunk allowed vlan {vlan-listaddvlan-list | all | exceptvlan-list | none | removevlan-list}
4. exit
5. show vlan
6. no shutdown
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface {ethernetslot/port |
port-channelnumber}

例：
switch(config)# interface ethernet
3/1

ステップ 2   

トランクインターフェイスの許可VLANを設定します。デフォ
ルトでは、トランクインターフェイス上のすべての VLAN（1

switchport trunk allowed vlan
{vlan-listaddvlan-list | all | exceptvlan-list
| none | removevlan-list}

ステップ 3   

～ 3967および 4048～ 4094）が許可されます。VLAN 3968～

例：
switch(config-if)# switchport trunk
allowed vlan add 15-20#

4047は、内部で使用するデフォルトで予約されているVLANで
す。デフォルトでは、すべてのトランクインターフェイスです

べての VLANが許可されます。

デフォルトの予約済み VLANは 3968～ 4094で、予約 VLANの
ブロックを変更できます。詳細については、『Cisco Nexus 9000
Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してく
ださい。

内部で割り当て済みの VLANを、トランクポート上
の許可VLANとして追加することはできません。内部
で割り当て済みの VLANを、トランクポートの許可
VLANとして登録しようとすると、メッセージが返さ
れます。

（注）

インターフェイスモードを終了します。exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）VLANのステータスと内容を表示します。show vlan

例：
switch# show vlan

ステップ 5   

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよび VLANのエラーをクリアします。このコマンド
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 6   

により、ポリシープログラミングが続行でき、ポートがアップ

できます。ポリシーが対応していない場合は、エラーは

error-disabledポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 7   
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次に、VLAN 15～ 20をイーサネット 3/1、レイヤ 2トランクポートの許容 VLANリストに追加
する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 15-20
switch(config-if)#

スイッチポート分離の設定

7.0(3)I2(1)では、スイッチポート分離機能がサポートされています。

スイッチポート分離機能は、FEXインターフェイスまたはポートチャネルメンバーをサポー
トしていません。

（注）

ポートチャネルでは、異なるスイッチポート分離設定を持つ物理インターフェイスは許可され

ません。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface {{ethernetslot/port} | {port-channelnumber}}
3. switchport isolated
4. show running-config interface port-channelport-channel-number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

interface {{ethernetslot/port} |
{port-channelnumber}}

例：
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

スイッチポート分離機能を有効にします。switchport isolated

例：
switch(config-if)# switchport isolated

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）インターフェイスのステータスと内容

を表示します。

show running-config interface
port-channelport-channel-number

ステップ 4   

デフォルトインターフェイスの設定

デフォルトインターフェイス機能によって、イーサネット、ループバック、VLANネットワー
ク、ポートチャネル、およびトンネルインターフェイスなどの複数インターフェイスの既存コン

フィギュレーションを消去できます。特定のインターフェイスでのすべてのユーザコンフィギュ

レーションは削除されます。後で削除したコンフィギュレーションを復元できるように、任意で

チェックポイントを作成してからインターフェイスのコンフィギュレーションを消去できます。

デフォルトのインターフェイス機能は、管理インターフェイスに対しサポートされていませ

ん。それはデバイスが到達不能な状態になる可能性があるためです。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. default interfaceint-if [checkpointname]
3. exit
4. show interface
5. no shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

インターフェイスの設定を削除しデフォルトの設定を復元し

ます。?キーワードを使用して、サポートされるインターフェ
イスを表示します。

default interfaceint-if [checkpointname]

例：
switch(config)# default interface
ethernet 3/1 checkpoint test8

ステップ 2   

checkpointキーワードを使用して、設定を消去する前にイン
ターフェイスの実行コンフィギュレーションのコピーを保存

します。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config)# exit
switch(config)#

ステップ 3   

（任意）インターフェイスのステータスと内容を表示しま

す。

show interface

例：
switch# show interface

ステップ 4   

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するイン

ターフェイスおよびVLANのエラーをクリアします。このコ
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 5   

マンドにより、ポリシープログラミングが続行でき、ポート

がアップできます。ポリシーが対応していない場合は、エ

ラーは error-disabledポリシー状態になります。

次に、ロールバック目的で実行コンフィギュレーションのチェックポイントを保存する際にイー

サネットインターフェイスの設定を削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# default interface ethernet 3/1 checkpoint test8
.......Done
switch(config)#

SVI 自動ステート除外の設定
7.0(3)I2(1)以降では、イーサネットインターフェイスまたはポートチャネルに SVI自動ステート
除外機能を設定できます。自動ステート除外オプションを使用して、ポートが SVI計算を稼働ま
たは停止したり、それを選択したポートでイネーブルのすべてのVLANに適用するのをイネーブ
ルまたはディセーブルにすることができます。また、SVI自動ステート除外 VLAN機能を使用し
て、VLANを自動ステート除外インターフェイスから除外することができます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface {{type slot/port} | {port-channelnumber}}
3. switchport
4. [no] switchport autostate exclude
5. [no] switchport autostate exclude vlan {vlan id | all | except}
6. exit
7. show running-config interface {{type slot/port} | {port-channelnumber}}
8. no shutdown
9. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interface {{type slot/port} |
{port-channelnumber}}

例：
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

インターフェイスをレイヤ 2インターフェイスとして設
定します。

switchport

例：
switch(config-if)# switchport

ステップ 3   

VLANに複数のポートがあるときに、VLANインターフェ
イスのリンクアップ計算からポートを除外します。

[no] switchport autostate exclude

例：
switch(config-if)# switchport autostate
exclude

ステップ 4   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドのno形式を使
用します。

（任意）自動ステート除外インターフェイスから vlanま
たは vlanのセットを除外します。これにより、システム
の中断を最小限に抑えることができます。

[no] switchport autostate exclude vlan {vlan
id | all | except}

例：
switch(config-if)# switchport autostate
exclude vlan 10

ステップ 5   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドのno形式を使
用します。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 6   

（任意）指定されたインターフェイスに関する設定情報

を表示します。

show running-config interface {{type
slot/port} | {port-channelnumber}}

例：
switch(config)# show running-config
interface ethernet 3/1

ステップ 7   

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するイ

ンターフェイスおよびVLANのエラーをクリアします。
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 8   

このコマンドにより、ポリシープログラミングが続行で

き、ポートがアップできます。ポリシーが対応していな

い場合は、エラーは error-disabledポリシー状態になりま
す。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 9   

次に、Cisco NX-OSデバイスで VLANインターフェイスのリンクアップ計算からポートを除外す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport autostate exclude

次に、自動除外インターフェイスから VLANを除外する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport autostate exclude
switch(config-if)# switchport autostate exclude vlan 10

システムの SVI 自動ステートのディセーブル化の設定
SVI自動ステート機能によって SVIを管理できます。SVI自動ステートのディセーブル化機能を
設定して、対応するVLAN内にアップ状態のインターフェイスがない場合でも SVIをアップ状態
に保持することができます。（同様に、SVI自動ステートのイネーブル化機能を設定すると、対
応するVLAN内にアップ状態のインターフェイスがない場合に SVIがダウン状態になります）。
システム全体にこの機能を設定するには、次の手順を使用します。

system default interface-vlan autostate コマンドが SVI自動ステート機能をイネーブルにしま
す。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system default interface-vlan autostate
3. no shutdown
4. show running-config [all]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

デバイスに対するデフォルトの自動ステート動作をディセー

ブルにします。

[no] system default interface-vlan
autostate

例：
switch(config)# no system default
interface-vlan autostate

ステップ 2   

デバイスの自動ステート動作をイネーブルにするに

は、system default interface-vlan autostate コマンド
を使用します。

（注）

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するイン

ターフェイスおよびVLANのエラーをクリアします。このコ
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 3   

マンドにより、ポリシープログラミングが続行でき、ポート

がアップできます。ポリシーが対応していない場合は、エラー

は error-disabledポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションを表示します。show running-config [all]

例：
switch(config)# show running-config

ステップ 4   

デフォルト情報および設定情報を表示するには、allキーワー
ドを使用します。

次に、Cisco NX-OSデバイス上でデフォルトの自動ステート動作をディセーブルにする例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# no system default interface-vlan autostate
switch(config)# show running-config

SVI 単位の SVI 自動ステートのディセーブル化の設定
個々の SVI上で SVI自動ステートのイネーブル化またはディセーブル化を設定できます。SVIレ
ベルの設定は、その特定の SVIに対するシステムレベルの SVI自動ステート設定より優先されま
す。
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手順の概要

1. configure terminal
2. feature interface-vlan
3. interface vlanvlan-id
4. [no] autostate
5. exit
6. show running-config interface vlanvlan-id
7. no shutdown
8. show startup-config interface vlanvlan-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

VLANインターフェイスモードをイネーブルにします。feature interface-vlan

例：
switch(config)# feature interface-vlan

ステップ 2   

VLANインターフェイスを作成し、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。範囲は、1
～ 4094です。

interface vlanvlan-id

例：
switch(config-if)# interface vlan10

switch(config)#

ステップ 3   

デフォルトでは、指定されたインターフェイスの SVI自
動ステート機能をイネーブルにします。

[no] autostate

例：
switch(config-if)# no autostate

ステップ 4   

デフォルト設定をディセーブルにするには、このコマン

ドの no形式を使用します。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 5   

（任意）特定の VLANインターフェイスの実行コンフィ
ギュレーションを表示します。

show running-config interface vlanvlan-id

例：
switch(config)# show running-config
interface vlan10

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するイ

ンターフェイスおよび VLANのエラーをクリアします。
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 7   

このコマンドにより、ポリシープログラミングが続行で

き、ポートがアップできます。ポリシーが対応していな

い場合は、エラーは error-disabledポリシー状態になりま
す。

（任意）スタートアップコンフィギュレーションのVLAN
設定を表示します。

show startup-config interface vlanvlan-id

例：
switch(config)# show startup-config
interface vlan10

ステップ 8   

次に、個々の SVI上でデフォルトの自動ステート動作をディセーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature interface-vlan
switch(config)# interface vlan10
witch(config-if)# no autostate

ネイティブ VLAN トラフィックにタグを付けるためのデバイス設定
802.1Qトランクインターフェイスを使用する場合、ネイティブ VLAN IDの値と一致しすべての
タグなしトラフィックをドロップするタグで開始するすべてのパケットに対するタギングを維持

できます（この場合もインターフェイスの制御トラフィックは伝送されます）。この機能はデバ

イス全体に当てはまります。デバイスの VLANを指定して当てはめることはできません。

vlan dot1q tag nativeグローバルコマンドを使用すると、デバイスのすべてのトランクですべての
ネイティブ VLAN IDインターフェイスの動作を変更できます。

あるデバイス上で 802.1Qタギングをイネーブルにし、別のデバイスではディセーブルにする
と、デバイス上のトラフィックはすべてドロップされ、この機能はディセーブルになります。

この機能はデバイスごとに独自に設定する必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. vlan dot1q tag native
3. exit
4. show vlan
5. no shutdown
6. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

802.1QトランキングネイティブVLAN IDインターフェイスの
動作を変更します。このインターフェイスは、ネイティブ

vlan dot1q tag native

例：
switch(config)# vlan dot1q tag
native

ステップ 2   

VLAN IDの値と一致して、すべての非タグ付きトラフィック
をドロップするタグを使って入るすべてのパケットのタギング

を維持します。この場合も、制御トラフィックはネイティブ

VLANを通過します。デフォルトではディセーブルになってい
ます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：
switch(config-if-range)# exit
switch(config)#

ステップ 3   

（任意）VLANのステータスと内容を表示します。show vlan

例：
switch# show vlan

ステップ 4   

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよび VLANのエラーをクリアします。このコマン
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 5   

ドにより、ポリシープログラミングが続行でき、ポートがアッ

プできます。ポリシーが対応していない場合は、エラーは

error-disabledポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、802.1Qトランクインターフェイスのネイティブ VLANの動作を変更してタグ付きパケッ
トを維持し、すべての非タグ付きトラフィックをドロップする例を示します（制御トラフィック

は除く）。

switch# configure terminal
switch(config)# vlan dot1q tag native
switch#
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システムのデフォルトポートモードをレイヤ 2 に変更
システムのデフォルトポートモードをレイヤ 2アクセスポートに設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. system default switchport [shutdown]
3. exit
4. show interface brief
5. no shutdown
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

システムのすべてのインターフェイスに対するデフォルトのポー

トモードをレイヤ 2アクセスポートモードに設定し、インター
system default switchport [shutdown]

例：

ステップ 2   

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。デフォ

ルトでは、すべてのインターフェイスがレイヤ 3です。switch(config-if)# system default
switchport

system default switchport shutdownコマンドが発行され
ると、次のようになります。

（注）

• no shutdownで設定されていないFEXHIFはシャッ
トダウンされます。シャットダウンを回避するに

は、no shutで FEX HIFを設定します。

• no shutdownで明示的に設定されていないレイヤ
2ポートはシャットダウンされます。シャットダ
ウンを回避するには、no shutでレイヤ 2ポートを
設定します。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config-if)# exit
switch(config)#

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）インターフェイスのステータスと内容を表示します。show interface brief

例：
switch# show interface brief

ステップ 4   

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよびVLANのエラーをクリアします。このコマンドに
no shutdown

例：
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 5   

より、ポリシープログラミングが続行でき、ポートがアップでき

ます。ポリシーが対応していない場合は、エラーは error-disabled
ポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

次に、システムポートをデフォルトでレイヤ 2アクセスポートに設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config-if)# system default switchport
switch(config-if)#

インターフェイスコンフィギュレーションの確認
アクセスおよびトランクインターフェイス設定情報を表示するには、次のタスクのいずれかを行

います。

目的コマンド

インターフェイスの設定を表示します。show interface ethernetslot/port [brief | | counters
| debounce | description | flowcontrol |mac-address
| status | transceiver]

インターフェイス設定情報を、モードも含めて

表示します。

show interface brief

アクセスおよびトランクインターフェイスも含

めて、すべてのレイヤ 2インターフェイスの情
報を表示します。

show interface switchport

トランク設定情報を表示します。show interface trunk [modulemodule-number |
vlanvlan-id]

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 7.x    
33

レイヤ 2 インターフェイスの設定
インターフェイスコンフィギュレーションの確認



目的コマンド

インターフェイスの機能に関する情報を表示し

ます。

show interface capabilities

現在の設定に関する情報を表示します。

allコマンドを使用すると、デフォルトの設定と
現在の設定が表示されます。

show running-config [all]

指定されたインターフェイスに関する設定情報

を表示します。

show running-config interface ethernetslot/port

指定されたポートチャネルインターフェイスに

関するコンフィギュレーション情報を表示しま

す。

show running-config interface
port-channelslot/port

指定されたVLANインターフェイスに関するコ
ンフィギュレーション情報を表示します。

show running-config interface vlanvlan-id

レイヤ 2 インターフェイスのモニタリング
レイヤ 2インターフェイスを表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

カウンタをクリアします。clear counters interface [interface]

Cisco Nexus 9000シリーズデバイスは、ビット
レートおよびパケットレートの統計情報に 3種
類のサンプリングインターバルを設定します。

load- interval {intervalseconds {1 | 2 | 3}}

入力および出力オクテットユニキャストパケッ

ト、マルチキャストパケット、ブロードキャス

トパケットを表示します。

show interface counters [modulemodule]

入力パケット、バイト、マルチキャストを、出

力パケットおよびバイトとともに表示します。

show interface counters detailed [all]

エラーパケットの数を表示します。show interface counters errors [modulemodule]
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アクセスポートおよびトランクポートの設定例
次に、レイヤ 2アクセスインターフェイスを設定し、このインターフェイスにアクセス VLAN
モードを割り当てる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/30
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport mode access
switch(config-if)# switchport access vlan 5
switch(config-if)#

次に、レイヤ 2トランクインターフェイスを設定してネイティブ VLANおよび許容 VLANを割
り当て、デバイスにトランクインターフェイスのネイティブVLANトラフィックのタグを設定す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/35
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# switchport trunk native vlan 10
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 5, 10
switch(config-if)# exit
switch(config)# vlan dot1q tag native
switch(config)#
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